
保存か撤去かでJRと三鷹市が話し合っていましたが、結局昨年撤去が決まりました。
コロナ禍で経営の苦しいJRは維持費が捻出できないため、三鷹市に譲渡案がでたようですが、いずれも
膨大な維持費が理由で撤去が決まりました。この橋のことは2021年３月・４月号で紹介したのですが、
この機会に改めてもう一度掲載します。

武蔵境駅と三鷹駅のちょうど中間ほどにある古い跨線橋です。昭和4年（1929年）、三鷹電車庫の新
設に伴って造られました。電車庫の引込線と中央線の線路をまたぐ全長90メートルの鉄骨の橋。日本で
初めて直径1メートルの電気大時計も設置されていて（今はありません）、太宰治は「いい所がある」と
言っては弟子を連れてここに来ていたそうです。
散歩する太宰の写真が載った案内板も階段下にあります。（写真右→）
陸橋の上から、車庫に並んでいるいろいろな特急列車や、地下鉄車両東西線
など、さまざまな種類の電車を同時に見ることができます。撤去時期は現在
決まっていないようですが、名残を惜しむようにいまでも、小さいお子さ
ん連れのママさんたちが電車を見にきています。無くなる前に一度渡ってみ
てはいかがですか。
そして最近ですが、撤去の際に橋桁と階段の一部を三鷹市が近くの土地に移設して保存する事が決まっ

たそうです。場所など具体的な事は未定とのことですが喜ばしいニュースですね。

昭和の遺構社⻑の
徒然⽇記
vol.⑥ 三鷹電車庫跨線橋

〜“撮り鉄”スポットが撤去決定〜

跨線橋を訪れた後はJR三鷹駅近くを散策
しながら太宰治の⾜跡をたどってみてはいか
がでしょうか。

建設当時は鉄鋼が不⾜していたため、明治・
⼤正期の古いレールが再利⽤されました。今
も昭和初期の姿をとどめています。

ここから⾒える⼣陽はとても美しく、晴れた⽇に
は富⼠⼭も⼀望できます。電⾞の⾳を聴きな
がら⾒る美しい景⾊はなんとも贅沢ですね。

太宰治も散歩した陸橋

３・４⽉号で予告していた『hocco』の続編は次号７・８⽉号でご紹介します。
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・初級 → 蔵
・中級 → 全
・上級 → 守

次回の漢字クイズの
回答は6/1となります

東京国⽴博物館に⾏ってきました。きっかけは
YouTubeで⾒た⽇本⼑の鍛錬です。職⼈さんが時間
をかけて打っている姿を⾒ると伝統と神秘的なものを
感じました。⽇本⼑の完成形を⼀⽬⾒たいと思い探す
と、国⽴博物館に展⽰されていると知りました。
当⽇は平⽇という事もあり⼈も少なくゆっくり⼀階か
ら順に⾒学して⾏きました。掛け軸、陶器、漆、硯箱、
⽯器、などその時代の製品がたくさんありました。そ
の時々で⽂化の違い⽣活環境の違いを感じられとても
感動しました。
お⽬当ての⽇本⼑を⽬の当たりにした時は魅了され
10分ほど⾒つめていました。綺麗なしなり、光り輝
く刃、鋭い刃先が⾮常に美しかったです。

この時期おすすめのお出かけスポットは調布の
神代（じんだい）植物公園です。
バラ園を始めとして、ツツジや芝⽣広場もありピ
クニックにピッタリの場所です。
特にバラ園は３つのエリアで構成され、写真を撮
る⼈も多く訪れています。花の名前が『クイーン
エリザベス』というバラもあり、是⾮探してみて
はいかがでしょうか。また、近くには有名な『深
⼤寺そば』のお店がありますので、お腹も満⾜出
来ます。なお、都⽴公園はコロナのため休園して
いる場合がありますので、ホームページでご確認
くださいませ。

!"#$%& フロント後藤
神代植物公園

メカニック佐野
東京国⽴博物館

今度は近くに
ある国⽴科
学博物館に
も⾏ってみた
いと思います。

※画像はお借りしました
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3-4⽉号の初級問題に誤りがありました。
正しくは【令】→【冷】となります。謹んで
お詫び申し上げます。


